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第４章 県医療支部活動

県医療支部の役割は、管内の医療部門の総合調整を行い、医療救護活動を円滑に遂行

することです。

活動の中心は、市町村災害対策本部（医療部門）、拠点病院、県医療本部及び県災害

対策支部との情報伝達及び連絡調整です。

本章は、県医療支部活動を中央東福祉保健所で実施していくために定めたものです。

１ 県医療支部活動を開始します。

２ 施設の状況を把握し、継続して業務ができるようにします。

３ 通信機器等を維持管理し、関係機関との情報伝達を行います。

４ 市町村、拠点病院が行う医療救護活動を支援します。

５ 県医療本部から外部支援等の情報を収集し、受入等を行います。

６ 県災害対策支部と情報交換を行い、物資や搬送手段を確保します。

７ 市町村から避難所等の医療ニーズ調査の要請があれば支援します。

８ ＳＣＵの設置依頼があれば、ＳＣＵ本部の設置運営を行います。

９ 医薬品二次集積所が設置された場合は、管理運営を行います。

10 組織体制の見直し

（１）必要に応じて役割分担及び組織体制を変更します。

（２）医療機能の回復に応じて業務を縮小します。
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県医療支部の活動開始（フロー図）

第４章 県医療支部活動

アクションカードの付与 ・部長又は班長は、県医療支部活動タイムラインに従っ

て班員にアクションカードを渡します。

・班員は、アクションカードで自分の業務を理解し、活

動します。

・班員が不足しているときは、複数のアクションカード

を渡します。

・部長・班長自らもアクションカードに従って業務を理

解し、活動します。

新たなアクションカードの付与 ・部長又は班長は、班員が作業を終了したときは、新た

なアクションカードを渡します。

・班員は、継続する業務については、班長から指示等が

あるまで定期的に報告しながら活動します。

業務の分担 ・班員は、担当業務を一人で行うことが困難なときは班

長に報告します。

・班長は、複数の担当に同じアクションカードを渡し、

業務を分担します。

配置換え ・副支部長又は部長は、班の状況により、班員の配置換

え等を行います。

・部内の異動は部長と各班長で協議します。

・部を超える異動は、副支部長と各部長で協議します。

兼務の解消 ・副支部長は、必要に応じて部長等と協議して担当等の

兼務解消を進めます。（タイムラインにこだわらず業

務量が多い担当等を優先します。）

組織の改編 ・支部長は、医療救護以外の活動が必要になったときは、

組織を改編します。

・平常時にない活動が必要な期間は組織を縮小等しなが

ら、組織を維持します。


